
活用事例⑥（りんご摘花） 

農業者 成田 晃 

事業の名称 令和５年度弘前市農福連携新規取組定着促進事業 

（事業者への委託） 

補助事業の期間 令和５年４月４日～令和５年 12月 21 日 

事業費（税込） 103,800 円 

補助金額 19,951 円（剪定枝片付け２日分、摘花・人工授粉４日分、摘果３日分、 

     袋かけ２日分、葉取り・収穫１日分、手かご・コンテナ洗浄１日分、 

     玉回し・収穫・落果拾い２日分） 

補助対象経費 障がい福祉サービス事業者への委託費（補助率：1/3 以内、上限：15 日） 

事業の概要 
作業月 

作業品目 

（作物名） 
作業内容 作業日数 

４月 りんご 剪定枝片付け ２日 

５月 りんご 摘花、人工授粉 ４日 

６月 りんご 摘果 ５日 

７月 りんご 摘果、袋かけ ５日 

９月 りんご 

葉取り、収穫、 

手かご・コンテナ

洗浄 

２日 

10 月 りんご 
玉回し、収穫、 

落果拾い 
８日 

11 月 りんご 
玉回し、収穫、 

落果拾い 
２日 

障がい者が就労 

しやすいように 

行った方策等 

【作業内容】 

 摘花 

【１日当たりの平均作業人数】 

 ５人 

【１日当たりの平均作業時間（休憩時間を除いた時間）】 

２時間 40分 

【１日当たりの平均作業量（本数、面積など）】 

 20 本 

【上記作業にあたり行った方策の内容】 

 ・あらかじめ花を摘み取る枝に、洗濯バサミやテープナーで目印を付けて 

  おき、摘み取る花の判断がしやすいようにした。 

 ・袋かけの際は、ホッチキスで留めるようにしてもらった。 

所感 ・令和４年度から農福連携を実施しており、今年度も様々な作業を行っていた

だき、大変助かった。 

・作業の細分化や工夫により、障がい者の方が行うことができる作業も増える

ため、今後も工夫しながら農福連携に取り組んでいきたい。 

・障がい者の方が園地に来るのが楽しみになるような取組も行っていきたい。 

 


